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尚
本
家
に
よ
る
清
明
祭 

 
 

 
 
 
 

～
「浦
添
よ
う
ど
れ
」に
て
～ 

  

去
る
４
月
６
日
（
土
）
、
那
覇
市
の
玉た

ま

陵
う
ど
ぅ
ん

（
世
界
遺
産
・
国
宝
）
で
第
二
尚
氏
王
統
の

先
祖
供
養
で
あ
る
清
明
祭
（
シ
ー
ミ
ー
）
が

尚
本
家
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
浦
添
よ
う
ど
れ
」
と
沖
縄
市
の
尚
宣

し
ょ
う
せ
ん

威い

王
陵

お
う
り
ょ
う

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
尚
本
家
に

よ
る
当
地
で
の
清
明
祭
は
、
昨
年
に
引
き
続

い
て
の
実
施
で
し
た
。 

 

玉
陵
で
の
祭
式
は
、
古
文
書
に
基
づ
き
墓

前
に
豚
の
頭
や
ア
ヒ
ル
、
ニ
ワ
ト
リ
、
餅
や

サ
ト
ウ
キ
ビ
等
が
供
え
ら
れ
、
当
主
の
立
拝

に
始
ま
り
、
線
香
や
酒
を
さ
さ
げ
、
出
席
者

全
員
で
手
を
合
わ
せ
て
一
礼
し
終
了
で
し

た
。 午

後
１
時
か
ら
の
浦
添
よ
う
ど
れ
内
の

尚
し
ょ
う

寧ね
い

王
陵

お
う
り
ょ
う

で
の
祭
式
で
は
、
墓
前
に
重
箱

と
果
物
、
花
束
を
供
え
、
当
主
の
立
拝
か
ら

は
じ
ま
り
、
出
席
者
全
員
で
一
礼
し
、
玉
陵

と
同
じ
流
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
尚
宣
威
王

陵
で
も
尚
寧
王
陵
と
同
じ
祭
式
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
す
。 

     

昨
年
と
の
違
い
は
、
よ
う
ど
れ
一
番
庭
の 

英え
い

租そ

王
陵

お
う
り
ょ
う

の
前
で
も
拝
礼
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。 

 

折
し
も
来
年
は
、
尚
寧
王
没
後
四
百
年
と

い
う
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
尚
本
家
に
よ

る
清
明
祭
は
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
私
達
、

浦
添
市
民
も
こ
の
機
会
に
、
よ
う
ど
れ
に
眠

る
王
族
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
伝

え
る
何
か
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
起
こ
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
に
至
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
玉
那
覇
） 

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                

                                 

 

 

うう
らら
おお
そそ
いい
歴歴
史史
新新
聞聞

 
 
 浦添ようどれ東室「尚寧王陵」前の様子 

第 50号 

『琉球王国時代から連綿と続く沖縄の伝統的な

「琉球料理」と「泡盛」、そして「芸能」』 

沖縄県・那覇市・浦添市 

 

 

去
る
５
月
２
０
日
（
月
）
、
沖
縄
県
と
那
覇
市
と
で
申
請
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
文
化
庁
の
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
日
本
遺
産
」
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我

が
国
の
文
化
や
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る

も
の
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

  

「
日
本
遺
産
」
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
有
形
・
無
形
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
一
体
的
に
国
内
外
へ
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化

や
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

「
文
化
財
保
護
」
を
さ
ら
に
「
文
化
財
活
用
」
へ
と
広
げ
た
制
度
で

す
。
現
在
、
８
３
件
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
途
に
１
０
０
件
程
度
の
認
定
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
沖
縄
県
内
か
ら
初
め
て
の
認
定
と
な
り
ま
し

た
。 

 

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
『
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
沖
縄
の
伝

統
的
な
「
琉
球
料
理
」
と
「
泡
盛
」、
そ
し
て
「
芸
能
」』
で
す
。 

沖
縄
は
か
つ
て
琉
球
王
国
と
呼
ば
れ
、
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
き

ま
し
た
。
琉
球
王
国
は
「
守
礼
の
邦-

礼
節
を
重
ん
じ
る
国
」
を
掲

げ
、
中
国
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊
封
使
節
団
な
ど
、
訪
れ
る
外
国

の
賓
客
を
も
て
な
す
た
め
に
礼
遇
を
行
い
ま
し
た
。
宴
は
国
を
挙
げ

て
の
重
要
な
行
事
で
、
料
理
や
芸
能
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で

供
さ
れ
た
宮
廷
料
理
や
御
用
酒
泡
盛
、
宴
を
盛
り
上
げ
た
芸
能
は
、

今
も
沖
縄
の
誇
り
と
し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
琉
球
王
国

時
代
に
育
ま
れ
た
食
文
化
と
芸
能
は
、
「
世
替
わ
り
」
の
歴
史
を
映

し
な
が
ら
、
連
綿
と
続
く
「
守
礼
の
心
」
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

浦
添
市
は
首
里
以
前
の
「
中
山
」
の
王
都
と
い
わ
れ
、
琉
球
王

国
の
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
浦
添
城

跡
、
浦
添
よ
う
ど
れ
、
伊
祖
城
跡
、
組
踊
の
創
始
者
玉
城
朝
薫
の

墓
と
い
っ
た
史
跡
を
は
じ
め
、
浦
添
市
美
術
館
の
琉
球
漆
器
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
多
数
の
構
成
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。 

 

課
続
き
は
裏
面
へ
→ 
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〇
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
を
中
心
に
浦
添

の
史
跡
・
文
化
財
の
案
内
を
致
し
ま
す

（
有
料
）
。
時
間
・
コ
ー
ス
も
相
談
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 
 

 

  

〇
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

５
６
番 

 
浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公

園
の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
地
形
模
型

の
ほ
か
、
グ
ス
ク
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
出
土

品
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
グ

ス
ク
散
策
事
前
学
習
に
最
適
で
す
！ 

 
 

 

南ｴﾝﾄﾗﾝｽ 

★ 

日本遺産に関する詳しい情報は、

文化庁 HP や浦添市 HP（トップ画

面上）を検索してご利用ください。 

 

〇
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館
（
や
か
た
） 

 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
・
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
） 

 
 

 
 

 

１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
港
川
５
１
２
の
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
９
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
番
系
統 

 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
文
化
財
の
収
蔵
展
示
施
設
で
す
。
浦
添
西

海
岸
道
路
北
側
か
ら
見
え
る
海
岸
沿
い

に
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
戦
前
ま

で
、
浦
添
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

国立劇場おきなわ 


